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３月1日現在の人口●男1,736人●女1,785人●計 3,521人（前月比－2）●転入5●転出4●出生0●死亡3●世帯数1,048（前月±0）

平成16年３月10日

月号

行財政改革審議会（鈴木定芳会長ほか委員
15名）は、これまで３回の審議を行い、「行
財政改革推進計画」を高橋村長に答申しまし
た。
村では、自立をするために、国からの交付税
の削減を視野に入れながら健全財政を目指し
行財政運営を行います。主な取り組み内容は
２面のとおりです。

～ 行財政改革審議会が村長に答申 ～

４月１日より、新たな定期路線として磐梯東都バス（株）が「猪苗代駅～桧原

間」を運行します。

新年度から村では東京都杉並区と保養地交流事業を開始します。

この交流では村全体を杉並区民53万人の保養地として受入れ、観光客の増加、

米販売の自由化に伴い農産物の販売拡大へ結びつけることなどにより、村の活性

化につなげていきます。



広報きたしおばら ②

財政の健全化を図るため、使用目的のない保有地の売払により、財産収入を確保するとともに定住人口の増
加を図る。

負担の公平性を確保しながら、急激な負担増とならないよう、段階的に使用料、手数料を見直す。
①使用料の見直し
上下水道使用料については、市町村合併の場合には相当な増額が見込まれるので、財政状況により、平
成17年度以降段階的に引き上げを検討する。

②手数料の見直し
サービスに係るコスト（人件費・物件費・機器類の減価償却相当などすべてを含む）を算定するなど、

負担の適正化を図る。
③公共施設利用料金の見直し
・維持管理に必要な経費を算定し、適正な利用料金を設定する。
・公衆トイレチップ制の導入を検討する。
・駐車場の有料化を検討する。

簡易水道、下水道については、加入率の促進や徴収率の向上、使用料の改訂により独立採算を目指し、一般
会計からの繰出金の抑制に努める。

①人件費
（ア）特別職
・村長の給料を平成18年度までの３年間で段階的に削減する。
・助役、収入役及び教育長については、職員の最高額を甚案して削減に努める。

（イ）議会議員
・議員定数や報酬額については議会の自主的判断に委ねる。

（ウ）職員
・将来的に50人体制を目標とし人件費の削減を図る。
・管理職手当の見直しを行う。
・実績評価、業務遂行能力などを勤務評定し昇給・昇格に反映させる。

②物件費
「減量・再利用・再資源」を推進し、節減と節約を推進する。また、予算消化型から予算節約型への執
行の転換を図る。
公共施設については、なお一層の住民サービスの維持向上を図るため、地元への委託を含め、管理運営
のあり方を検討する。

③維持補修費
機能を維持する必要最低限として維持管理費の圧縮を図る。

１財産収入

１特別会計

２一般会計

２使用料及び手数料



③ 広報きたしおばら

ろ過機の故障により臨時休館をし、大変ご迷惑を

おかけしておりましたが、営業を再開します。これ

まで以上にご利用くださるようお願い致します。

★こんなサービスを準備してお待ちしています。

＊あしうらマッサージ無料サービス
＊健康器具の無料体験及び展示販売
＊血圧測定のサービス
＊道の駅アイス工房アイスの試食
＊先着100名の皆さんに記念品を準備
以上のサービスは４月25日（日）まで行います。

新定期路線 
「猪苗代駅～桧原間」 

村では、高等学校に通学する生徒を持つ保護者の皆様の負担を軽減するため
通学バス定期券購入補助金を交付します。
補助対象路線
磐梯東都バスが運行する路線
「喜多方駅～五色沼入口線」及び「猪苗代駅～桧原線」（４月１日運行開始）
お問い合わせ
役場企画調整課　 23 ３１１２

平成16年４月11日（日）

冬期間営業を休んでいました直売施設・アイス工

房及び物産館を再開します。

道の駅では新鮮な野菜販売・とっても美味しい手

作りアイスを準備しお待ちしています。

物産館は新たなテナントも加わり県内の産品がいっ

ぱいです。

ぜひ一度遊びにおいでください。

平成16年４月17日（日）
午前10時～

よろしくお願いします.
株式会社 北塩原村振興公社から に社名を変更しました。
お問い合わせ ラビスパ ３３－２３８０　

道 の 駅 ３３－２２４１　
物 産 館 ３２－３７５１



広報きたしおばら ④

◆ 理　　事

◆ 監　　事

理 事 長 内　海　洋一郎
副理事長 阿　部　勝　美
理　　事

星　　　好　江 須　藤　寛　六

◆ 事務局長 武　藤　義　憲

吉　川　一　三

武　藤　　　進

栗　村　次　夫

小　野　　　明

橋　市　郎

五十嵐　又　喜

佐　藤　豊　治

東　條　　　録

武　藤　義　憲

赤　城　嘉　久

赤　城　忠　由

佐　藤　康　雄

田　中　秀　男

北塩原村シルバー人材センター設立総会は２月26日、
村コミュニティセンターにおいて、来賓、関係者約50名
が出席して開催されました。
設立発起人代表の内海委員長あいさつの後、来賓の高
橋村長と鈴木村議会議長が「高齢者が培ってきた技能を
生かせる組織として、今後の発展を期待します。」と祝
辞を述べました。
議事では設立趣意書や定款などが承認され、平成16

年度の事業計画や予算も決定されました。
なお役員は次のとおり。

○受託業務は平成16年４月１日より開始いたします。ぜひご利用ください。

高齢者にあった仕事を確保し、提供する団体で、
社会参加の推進と生きがいづくりを目的とします。

村内に居住している方で、概ね60歳以上の方であれば、
どなたでも会員になれます。また年会費が必要です。



⑤ 広報きたしおばら
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北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

２月１日（日）大塩児童館において県
の補助事業「子育て学習県民講座」が開
かれました。
会津若松市つるが保育園の山寺美咲加

先生が“親と子が絵本を通して触れあい、
絵本の世界を楽しむこと”の大切さを絵
本の読み聞かせの中で語ってくれました。

１月25日・２月15日（日）裏磐梯スキー場
において、村内小中学生を対象としたスキー
教室が開催されました。
１回目は37名、２回目は29名が参加し、子供
達は寒さを吹き飛ばすかのように元気いっぱい滑
っておりました。２回目は残念なことに吹雪に見舞わ
れましたが、ほっぺを赤くしながらも一生懸命滑っていました。
指導者の丁寧な教えを受け、子供達は回を重ねるたびにみんな
上達していきました。



広報きたしおばら ⑥m a t i o n
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平
成
15
年
分
の
贈
与
税
・
所
得
税

の
確
定
申
告
期
限
は
３
月
15
日
（
月
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個
人
事
業
者
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の
消
費
税
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地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
期
限
は
３
月
31

日
（
水
）
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
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ら
な
い
の
に
期
限
ま
で
申
告
　

し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し

た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
だ

け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納
税
を

し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
に
よ
る
贈
与
税
・
所
得

税
の
納
期
限
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月
15
日
（
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個

人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
・
地
方
消

費
税
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納
期
限
は
３
月
31
日
（
水
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で
す
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期
限
ま
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に
最
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金
融
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又
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務
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を

済
ま
せ
て
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さ
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。

納
期
限
ま
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に
納
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さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
納
期
限
の
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か
ら
完
納

の
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で
の
間
の
延
滞
税
を
本
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と

併
せ
て
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
税
又
は
消
費
税
の
納

税
に
は
、
安
全
で
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
平
成
15
年
分

の
所
得
税
確
定
申
告
分
の
振
替
日
は

平
成
16
年
４
月
16
日
（
金
）、
消
費

税
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地
方
消
費
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確
定
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告
分
の
振

替
日
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平
成
16
年
４
月
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日
（
月
）

で
す
。

平
成
16
年
４
月
か
ら
総
額
表
示
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
16
年
４
月
１
日
以
降
開
始
す

る
課
税
期
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（
個
人
事
業
者
は
平
成

17
年
分
、
法
人
は
平
成
17
年
３
月
末

決
算
分
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か
ら
、

①
事
業
者
免
税
点
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上
限
が
、
３
千

万
か
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１
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に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
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②
簡
易
課
税
制
度
の
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用
上
限
が
、

２
億
円
か
ら
５
千
万
円
に
引
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下

げ
ら
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ま
す
。

平
成
16
年
６
月
１
日
か
ら
国
税
の

電
子
申
告
・
納
税
等
が
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

利
用
で
き
る
手
続

①
所
得
税
、
法
人
税
及
び
消
費
税
に

係
る
申
告

②
全
税
目
の
納
税

③
申
請
・
届
出
等
（
青
色
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告
の
承

認
申
請
、
納
税
地
の
異
動
届
出
、

電
子
納
税
証
明
書
の
交
付
申
請
な

ど
）

利
用
に
は
、「
開
始
届
出
書
」
の

提
出
（
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
）

が
必
要
で
す
。

《
農
業
用
免
税
軽
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の
取
扱
い
に
つ
い
て
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１
使
用
者
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更
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械
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。
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▼
受
付
期
間

平
成
16
年
４
月
５
日
（
月
）
〜

平
成
16
年
４
月
16
日
（
金
）

▼
第
一
次
試
験
日

平
成
16
年
５
月
16
日
（
日
）

▼
第
一
次
試
験
会
場

福
島
市
（
福
島
大
学
）

▼
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

警
察
官
Ａ
（
男
性
）
24
名
程
度

警
察
官
Ａ
（
女
性
）
６
名
程
度

▼
採
用
年
月
日

平
成
16
年
９
月
１
日
（
水
）

▼
受
験
資
格

警
察
官
Ａ：

昭
和
49
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
を

卒
業
し
た
者
又
は
平
成
16
年
８
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

▼
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福
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県
人
事
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員
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事
務
局
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与
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犯罪の発生は、平成16年１月末現在で17件、昨年同期が28件であり、その内訳を
見ますと、昨年同期の器物損壊・詐欺の２件を除いて、すべて窃盗犯となります。

年別
町村別
猪苗代町
磐 梯 町
裏 磐 梯
計

平成１６年

９
５
３

１７

平成１５年

１４
８
６
２８

増　減

－５
－３
－３
－１１

犯罪の発生状況の内訳を見ますと、平成16年１月末現在で、スキーシーズン中
に発生するスキー板・スノーボード盗難被害の「かっぱらい」が８件と発生件数の
約47％を占めておりますが、昨年同期と比較して、各スキー場との連携した抑止
対策により、減少しております。
交通事故の発生状況の内訳を見ますと、猪苗代町・磐梯町において、平成16年

１月末現在で各１名の死亡事故が発生しておりますが、人身事故は昨年同期と比較
し、減少しております。

町村別
罪種別

猪苗代町
１６年
９

２
１
１
２
１
２

９

１５年
１３
１

３
９

１

１４

１６年
５

３

１
１

５

１５年
８

３
５

８

１６年
３

３

３

１５年
５
１

３

１

１
６

磐梯町 裏磐梯

窃盗犯 計

詐欺
器物損壊
総計
増減

交通事故

死亡事故
増　　減
人身事故
増　　減

１
＋１ ＋１

１

１４
－４ －１ －２

１８ ５ ６ １ ３

別荘荒らし
同居盗
脱衣場荒らし
車上狙い
かっぱらい
万引き
置引き
さい銭盗

－５ －３ －３

最
近
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

て
も
納
め
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
国
民
年
金
は
つ
ぶ
れ
る
」

と
心
配
す
る
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
国
民
年
金
は
、
世
代
間
扶

養
の
仕
組
み
を
と
っ
て
お
り
、
経
済

社
会
が
存
続
す
る
限
り
、
つ
ぶ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ
に
よ
り
年
金
権
が
失
わ

れ
な
い
よ
う
、
電
話
に
よ
る
納
付
案

内
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
国
民
年
金
推
進
委
員
」
が

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
ご
自
宅
に

伺
い
、
年
金
制
度
の
案
内
、
保
険
料

の
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
年
金
は
つ
ぶ
れ
る
」「
納
め
て
も

も
ら
え
な
い
」
と
い
う
噂
に
振
り
回

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
将
来
の
安
心
の

た
め
に
も
国
民
年
金
保
険
料
は
、
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。
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忘れられない風景があります。

２階の教室で仕事をしていた時太鼓と笛

の音がかすかに聞こえてきました。子ど

もたちのまつりの練習でした。ベランダに

身を乗り出しました。

遠く喜多方市街の灯が見えました。満月より少

し欠けた月、雄国からの風、北山そのものの黒々と

した大仏山。

その時、なぜか、北山のすべてを理解し

たような気持ちになりました。

北山の歴史も教育も人々も、すべてこの

「北山まつり」に凝縮されているように感

じました。「北山まつり」の計り知れない教

育力を感じました。

それから十数年、また、お世話になっています。

忘れられない風景　
第39回

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

３
月
25
日
（
木
）

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

23
・
０
５
３
４

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

国
民
年
金

３
月
分

上
下
水
道
使
用
料

２
月
分

国
民
年
金

２
月
分

上
下
水
道
使
用
料

１
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金
　
　
４
期
分

総務課　佐藤　　司

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

鈴
木
　
　
慎
（
道
雄
・
父
）
下
　
吉

大
堀
　
　
豊
（
信
夫
・
父
）
狐
鷹
森

小
椋
　
昭
子
（
伸
治
・
母
）
早
稲
沢

北山小学校 長尾　　修 校長先生

休日当番医

斎藤医院…………… 22 - 0212
君島クリニック…… 24 - 5800

（医）高橋小児クリニック… 25 - 7066
藤井医院…………… 23 - 0023

（医）手代木医院… 22 - 0034
田中医院…………… 22 - 0141

第二次救急当番医

入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021

県立喜多方病院…… 22 - 2181

有 隣 病 院………… 24 - 5021

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。


